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調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査した人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、総合的に勘案して不正転売への取組を評価すること 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑不可（実施できていない場合にチェックする）  ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

1．不正転売防止措置に関する具体的な取組について 実施 不可 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

不正転売

防止の具

体的な対

策 

社員の持ち帰りや食用利用や転売を禁止し

ているか 

☑ □ □ □ 社員教育（自己消費含め）。入社時に服務規程などの教育実

施。 

服務規程４４条に記載 

社員に誓約書を書かせているか ☑ □ □ □ 入社時に情報漏洩防止誓約書。就業規則に服務規程あり。 左記に対応している 

冷蔵庫がある場合、施錠保管しているか ☑ □ □ □ 休業時は施設を施錠 ２４時間体制で業務を行っているため施錠はしていないが、

業務を終了して研修会等へ参加するときなどは施錠してい

る。 

転売防止の掲示物を掲示しているか □ □ ☑ □ 社員を信用しているので不要  

タグ管理等により食品廃棄物を区分してい

るか 

☑ □ □ □ 翌日以降に処理の場合は記録 タグづけしている 

 □ □ □ □   

 □ □ □ □   

 □ □ □ □   

適正な料

金での受

託 

地域相場を調べて把握しているか（環境省情

報提供） 

☑ □ □ □ 同業者からの情報、排出事業者からの情報。全食リ連、循環

経済新聞の情報。 

左記に準する 

原価計算方法について書類を用いて説明で

きるか 

☑ □ □ □ 原価計算書 経費支出としては、労務費（人件費 16名分）と製造費（重

油、乾燥電気料、設備電気料、水道料金、プラごみ処理費、

調査年月日 調査対象 調査者 区分 確認者 

令和 4 年 11

月 18 日 

会社名㈱アースクリエイティブ 

 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

新規 栗原和実 

実施確認の 

結果評価 
評価  可・不可 

 



不良費処理費）と設備関係費（減価償却費、設備改良保守

費、容器等雑費、飼料分析費、雑費）を計上し、売り上げ収

入としては、処理費収入と飼料販売収入とし、差し引き額を

算定している。算定した数字に変動費を加算すると、1㎏あた

り 35円とした。 

利益上乗せ部分について書類を用いて説明

できるか 

☑ □ □ □ 原価計算書 上記に同上 

地域における一般的な処理料金の半値程度

を下回る価格で受託していないか 

☑ □ □ □ 宇部市処理料金 13円/㎏。山陽小野田約 12円/㎏。山口市約

10円/㎏。 

左記のとおり、周辺市町村との焼却料金より半値以上で受託

している。 

処理料金を公示（掲示）しいているか ☑ □ □ □ 工場正面右側窓に掲示 掲示している。 

適正処理料金受託のため排出事業者への理

解・努力している内容を説明できるか 

☑ □ □ □ 値上げ文章（加熱基準変更により原価が上がったため） 部長が排出者を回り説明している。 

 

 

 

特記事項 

① 不正転売対策教育については、入社時に服務規程などの教育を実施している。 

② 誓約書については、入社時に情報漏洩防止誓約書がこれに該当するものとして、就業規則に服務規程を設けている。 

③ タグ付けなどを実施している。 

④ 原価計算書は、経費支出としては、労務費（人件費 16名分）と製造費（重油、乾燥電気料、設備電気料、水道料金、プラごみ処理費、不良費処理費）と設備関係費（減価償却費、設備改良保守費、容器等雑費、

飼料分析費、雑費）を計上し、売り上げ収入としては、処理費収入と飼料販売収入とし、差し引き額を算定している。算定した数字に変動費を加算すると、1㎏あたり 35円とした。 

⑤ 今回、新・加熱処理基準への対応として、経費が増加していることから、上乗せ分について値上げ文章を作成し排出事業者に説明している。 

 

総評 

新・加熱処理基準への対応がなされ新たな設備改良を国の補助事業により２分の１補助されたが、それ以外は自己負担や借入金となっている。また経費も一部増大している。 

飼料化事業２４時間勤務体制において、夏場など加熱温度が上昇する工場内での熱中症対策、事故防止に関しては、今まで以上、社員一同となって創意工夫に取り組み、皆が事故やケガのないよう安全に日常業務

を進めていただきたい。また、熱中症による意識の不明瞭など人的要因による車両事故や機材の損壊など偶発的な経費の支出を抑制することも併せて重要となると思われる。 

また、機材損耗等により、熟練の社員が自ら修繕をするなど、熱心に経費削減にも努力していることを評価したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


